	☆違法な「10･23通達」から２年。処分と通達の撤回を求める！
03卒業式、04入学式・人事委員会審理ニュース
 　　　　　   2005年10月23日発行：「日の丸・君が代」不当処分撤回を求める被処分者の会


○胸を打つ、請求人の意見陳述がつづく！
　　…「審理の場だけではもったいない、もっと
　　　　　　　多くの人たちに聴いてもらいたい」との声（傍聴席から）
　03年度卒業式、04年度入学式処分撤回を求める不服審査請求の公開口頭審理（人事委員会審理）が佳境に入ってきました。私たち被処分者の会（といっても、審査請求を行うために便宜的に立ち上げた団体です）156名の審理は、03周年行事１グループと、03卒業式10グループ、04年度入学式２グループの、計13グループに分割されて審理が進行していますが、都庁の審理室では、やむにやまれず不起立、不伴奏に至った教員たちの個々の思いが、「意見陳述」という形式で、語られ続けています。
　処分や解雇という、とんでもない仕打ちを受けてもなお、自分の行動に確信と誇りを持つ請求人たちの主張の陰には、不起立という行動を選択できなかった仲間たちの苦しみへの共感も満ちあふれています。
　この審理の目的は、ただ請求人の処分の撤回、取消しを求めるにとどまらず、違法な「10･23通達」の撤回、無効を求める闘いになっているということが、一人ひとりの主張の積み重ねの中から、改めて浮き彫りになってきています。
　悪夢の通達発出から、はや２年を迎えようとしていますが、この通達の全面撤回、無効を勝ち取るまで、一人ひとりの力を結集させ、大きな運動へと広げ、粘り強く闘って行こうではありませんか。
　それにしても、請求人による「意見陳述」は一聴の価値アリです。「同じ教員の言うことなんて聞き飽きた…」などと思ったら大間違い。改めて教育の意味を自ら問い直す機会になること必定です。ぜひ、みなさん、一度でもいいから、審理の傍聴へいらしてください。
　第一回の公開口頭審理は、10月１９日～10月31日の間に残り６グループ分が開催され、11月１日からは第二回目に入ります（右表参照）。
　審理傍聴行動は、都高教の「動員扱い」です。みなさんの傍聴支援行動をよろしくお願いします。（傍聴抽選がありますので、審理開始15分前には都庁第一庁舎北棟38階へいらしてください。なお、審理途中での入退室は可能です）。
※当日は、人事委員会審理のしくみや、この闘いがよくわかる、パンフレットも用意されています。
○第一回公開口頭審理の開催予定（請求人意見陳述が中心の審理となります）
	
	    　　日　　時
	 グループ
	      　　処分時の所属分会
	

	
	10月24日（月）14:00
	 入②
	 田柄･光丘･篠崎･富士森･農林･農業･山崎･小金井北･東大和南･小金井工
	

	
	10月25日（火）14:00
	 卒⑨
	 小川･成瀬･町田･小平西･小平南･東村山･多摩養護･七生養護
	

	
	10月27日（木）14:30
	 卒⑦
	 青井･足立･足立西･荒川商･南葛飾･小岩･小松川･篠崎
	

	
	10月28日（金）14:00
	 卒⑥
	 井草・田柄・光丘・練馬工・大泉養護
	

	
	10月31日（月）14:00
	 卒⑧
	 片倉・南多摩・立川・青梅東・府中・農業
	


○第二回審理の開催予定（10月14日現在での決定分のみ）
	11月１日（火）14:00
	 入①
	 芝商・深沢・大崎・小山台・武蔵丘・農芸

	11月14日（月）14:00
	 卒⑤
	 荻窪・豊多摩・農芸・飛鳥・大山・志村

	11月25日（金）14:00
	 卒②
	 工芸・墨田川・本所・両国・東・深川

	11月29日（火）14:00
	 卒④
	 千歳丘･深沢･松原･園芸･青山･鷺宮･富士･武蔵丘･四谷商

	12月１日（木）13:30
	 卒①
	 九段・赤坂・芝商・山吹・小石川工・市ヶ谷商

	12月５日（月）14:00
	 卒③
	 大崎・都立大付・雪谷・八丈

	12月７日（水）14:00
	卒⑩
	福生・東大和・久留米・保谷


※周年行事グループの第三回公開口頭審理期日は現在のところ未定です。
○11月１日からは、校長への尋問が始まる！　
　10月12日の横山洋吉への尋問（被解雇裁判）では、「それは所管がやったことで、私は知らない」などと、責任逃れの答弁に終始した部分がありましたが、都教委はかねてから違法な職務命令の発令責任を現場校長に押しつけています。
　第二回審理からは、責任を押しつけられた校長たちに対する尋問を行い、「不当な支配」の具体的内容を浮き彫りにしていく考えです。
　校長には須藤勝（深沢）のように「知らぬ存ぜぬ」で押し通そうとした者もいますが、少しでも教育者としての心が残っているならば、偽証を犯してまで都教委に付き従うことの意味に、疑問を抱くはずです。
　該当分会の方、元同僚の方を始め、多くの方たちに傍聴に来ていただき「都教委に媚を売るな」「本当のことを話せ」と校長たちにプレッシャーをかけてください！
	 　入①（11/１）　樋野　清治・前武蔵丘校長　／　木嶋　智恵・現武蔵丘校長
　卒⑤（11/14）  山野井高男・大山校長　／　辻勇一郎・前荻窪、現葛飾野校長
　卒②（11/25）　浦岡　　勉・工芸校長　／　山本　吏一・前本所、現荻窪校長
  卒④（11/29）　戸谷　賢司・鷺宮校長　／　佐治　恒孝・前富士、現晴海総合校長
  卒①（12/１）　佐藤　美穂・前九段校長　／　佐藤　清親・小石川工校長
　卒③（12/５）　野口　眞幸・八丈校長　／　もう一名は未定
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